
 

小学校 ICT活用授業 児童のプレゼン力コンテスト 

 

 

学
校
（
団
体
）

名 

フリガナ シズオカ  フリガナ  ミッカビニシ ショウガッコウ 

 

静岡 

 

都 道 

府 県 

国 都 道 

府 県 市 

区 組 私 

 

立 

 

三ケ日西 

 

小学校 

指
導
教
員
名

名 

姓 名 担当学年、クラス名 

フリガナ    キクチ ヒロシ  

3 年     3   組    
菊地 寛 

     

単元タイトル 「北海道の３年生に静岡の食べ物のひみつを教えよう」 

〜お互いに、特産物について教え合おう〜 

単元のねらい 

 学習指導要領の「書くこと」の「ア      に  て、書く   要   を べ 。」「イ    体にお    の

  を   、  の え   に  ように、   互の    に注意 て  を構成す 。」の２点を押さえた。静岡

のことを知ら い交流校（北海道）の３年生に、静岡の特産物について教え ために、食べ物の姿 変わり方 工夫について

本 資料  べ、  の え はっきりす ように   互の  に気を付 て  を書くこと  き ことをねらいと 

た。そ て、書いたものを 互にプレゼン 合い、感想 意見交換を 、交流す ことをねらった。 

児童のプレゼン力 コミュニケーション力を育成す ために工夫 た点 

伝え    、交流校 あ ことを声掛  ワークシートへの書き込み   常に意識付 を行ったことにより、思 錯誤

   ら伝え   にとって かり すい  、プレゼンにす ことを心掛  こと  きた。一人一人 書いた  をグル

ープの中 一つの  にまとめ 活動 は、添削 は く良い表現だと思う に赤線を引き合い、互いの えを認め合い  

らグループごとに１つの紹介 を完成させた。また、完成 たスライドを基に てプレゼンをビデオに録画を 、  たち 

視聴を 、スライドの使い方、話 方  を 認 、ブラッシュアップを てプレゼン力を高めた。 

ICT 活用とその工夫 た点 

グループの人数を３人と 、PC を２台使用す ことに た。１台のパソコン プレゼンを作り、もう１台 情報収集 画

像の加工  をす ことに た。残りの一人は、それぞれの作業のアドバイス  助  と 、 員に  をもたせ、協同学

習を行った。小３ということもありパソコンスキル ほとん  い子 もたちだ 、「ピッケ」の操作の簡単さもあり、 の

子も負担 く作成すき こと  きた。特に、 字入力はローマ字を習い立て もあり、キーボードと 書き入力の ちらか

 行うことに た。 

ICT 環境（PC, ネットワーク、コンテンツ、周辺機器） 

パソコン室（デスクトップ PC）、ペンタブレット(wacom)、電子黒板、「ピッケのつく プレゼンテーション」 

教科単元 国語「食べ物のひみつを教えます」 対象学年 3 年 総時間 15 時間 

  



単元計画（単元の流れと実践の内容を記入 てください。） 

導入 

授業時間 

（ １〜４ ） 

学習内容 

 教材 「す たをかえ 大豆」（光村図書）を読み、「は め」「中」「終わり」 説 されてい こと

を整    ら、   体の組み立て方をとらえ 学習を行った。その際、  の順序 中心と     

こ のかを かめ ことを主 ねらいと た。そのこと 、「静岡の食べ物のひみつを教えます」 、  

たち 書くときに、中心と   を とさずに書くことにつ   ことを意識させた。 

使用 た ICT 機材 活用のねらい・工夫 

電子黒板 

デジタル教科書 

  （光村図書） 

中心と  語  をとらえ ために、デジタル教科書を活用 た。中心と  語を探

すことは実態と てまだ難 い 、不 要と思われ 箇所を探すことは安易に き 。

そこ 、デジタル教科書の本 画面 大  は いと思え ところを子 もたちに白色

マーカー 塗りつぶさせ、残った  から中心と  語  を洗い出すように た。 

展開 

授業時間 

（５〜８） 

 

学習内容 

 グループ 一つ「静岡の特産物」を選び、食材  のように姿を変えて食品に ってい のかをインター

ネット 本を使って べた。教材 を 本と 、 べたことを生か て「は め」「中」「終わり」の構成

に  ように 員 「静岡の特産物」の紹介の  を書いた。一人一人 書いた  をグループ の話 合

いによって、互いの意見を認め合い  ら一つの  にまとめた。 

使用 た ICT 機材 活用のねらい・工夫 

パソコン 

スキャナ 

電子黒板 

 インターネット 図書室から 要 情報を取捨選択す には、実態から えてまだ早

い 階 あ と えたの 、リンク集と 要 資料を教師 用意 て、まずはその中 

  たちに 要 情報を選ん 使うように た。また、  だ  は伝えにくいものも

あ の 、説 を補うために使う写真も選択させた。 

展開 

授業時間 

（９〜１３） 

学習内容 

 グループ 完成 た「静岡の特産物」を紹介す   から、「ピッケのつく プレゼンテーション」を活

用 てプレゼン用のスライドを作成 た。３人 協力 て、   担を   ら作成を た。また、口頭だ

  は伝わら いところには写真 イラストを入れたり、スライドの中に大  言葉を書き込んだり て 

かり すいプレゼンを作った。 

使用 た ICT 機材 活用のねらい・工夫 

パソコン 

ペンタブレット

(wacom) 

 大人向 のプレゼンソフトに比べて、「ピッケのつく プレゼンテーション」は操作

 簡単 、本質  プレゼン以外の操作 少 い。そのため、大  ことをいかに か

り すく伝え には う たらよいか えさせ こと  きた。 字入力については、

ペンタブレットを併用 て使うこと 、 の子も負担 く入力す こと  きた。 

まとめ 

授業時間 

（１４） 

学習内容 

  きあ ったスライドを印刷 、グループ内 伝わりにくいところは いか 認を 修正を た。また、

スライドを基に発表 たところをビデオ 撮影を 、互いにアドバイスを 合い、ブラッシュアップを て、

再度プレゼンをビデオ撮影 た。撮影 たビデオは、交流校と交換を た。 

使用 た ICT 機材 活用のねらい・工夫 

パソコン 

電子黒板 

SDカード 

ビデオカメラ 

 プレゼンの様子は、発表者 身 は かりにくく、 互評価 も本人 実感 きず修

正 き いこと 多かった。そこ 、プレゼンをビデオ撮影を 、実際に発表者もその

映像を見 こと 、話 方、 線、資料の使い方   かめ こと  き、 う たら

伝わり すく  のか え、修正す こと  きた。 



ふりかえり 

授業時間 

（１５） 

 

学習内容 

 「北海道の３年生に、静岡の食べ物のひみつを教えよう」の学習活動を振り返った。交流校と  たちの

プレゼンの様子を比較 、 紙を通 て意見交換を た。 紙 伝えた  から評価 返ってく ことは子

 もたちにとっても大き 学びと った。また、それぞれの学校のプレゼンの違い 良さを見付 、 かり

 すいプレゼンのコツについても 認 た。 

使用 た ICT 機材 活用のねらい・工夫 

パソコン 

電子黒板 

ビデオカメラ 

 

 ビデオは、児童の顔 名前  らかのためネット に置くの は く、SD カードに

保存 、交流校と交換を た。それぞれのプレゼンの様子を かり すいプレゼンは 

ういうものかという視点 、視聴を た。視点を与えたこと 、内容面だ   くプレ

ゼンスキルにも を向 て視聴 、活動を振り返 こと  きた。 

 

 


